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目癌35例と大腸癌25例を対象 として,細 胞分裂阻止法 stathmokinetic methodにより両癌腫の癌細

胞分裂能 (癌細胞分裂指数・癌細胞分裂指数比ならびに癌細胞産生率)を 測定 して対比するとともに,

種々の臨床病理学的所見との関連性を検討した。

癌細胞分裂能は癌径 ・深達度 ・stage・組織型など癌腫の状態で変化 してことを示す と同時にcell

kinecticsからみて両癌腫 は癌腫 として共通 の現象 が存 在 してい るが,胃 癌 は大腸癌 よ りも

2.1～3.6(平均2.9)倍高い癌細胞分裂能を有していることを示した。この胃癌 と大腸癌の癌細胞分裂

能の差が両癌腫の悪性度や発育速度の差に関与している可能性について,文 献的に考察を加えた。

索引用縞 t胃癌,大 腸癌,癌 細胞分裂能,癌 細胞産生率,悪 性度

はじ6めに
一般に, 胃癌は大腸癌よりも生物学的悪性度が高い

と考えられている。 こ の癌腫の悪性度に関する研究は

これまで主として癌腫の原発巣や転移巣における発育

速度つ～。・担癌生体の自然史ゆ～。や癌腫切除後の生存率

などから検討されて来ている。癌腫の悪性度の一指標

となりえると考えられる癌細胞の増殖能ないし分裂能

と生物学的悪性度との関係についての研究51-りはぃま

だ少なく,未 解決な部分が多い。また, ヒトの胃癌と

大腸癌の癌細胞増殖能ないし分裂能を比較して検討し

た研究は見当たらず,実 際に両癌腫でどの程度の相違

があるかはいまだに明らかにされていない。

著者らは両癌庫の悪性度に関する研究の一貫 とし

て,比 較的簡便に痛細胞の分裂能をulj定し得る細胞分

象と睡1止=逆ミstathmOkinetic or rlitOsis arrest

methodlの～lDを用いて両癌腫の癌細胞分裂能を測定し

対比するとともに種々の臨床病理学的所見との関連を

検討し,若 子の知見を得たので報告する.

研究対象と方法

未治療の胃癌35例と大腸癌25例を対象として,細 胞

タト勢4旺1止=諺章stathmOkinetic or mit6sis arrest

methodlの
～1つにより,癌細胞の分裂能を測定した。すな

わち, VCR(vincristine sulFate,Oncovin ①,Eli―Lilly

Co.)0.025ng/kgを癌腫切除16時間前に静脈投与し

て切除標本を10%中性ホルマリン中で固定後,癌 腫の

中心を通 る切片を作成 して厚 さ3″の切片 とし,

Hematoxylin‐Eosin染色を行い,下記の方法に従って

癌細胞の分裂能を測定した。

個々の癌腫の部位における癌細胞分裂能 (増殖能)

の差つ91'り10を可能なかざり最小限に留めると同時に

癌腫の平均的な癌細胞分裂指数を測定するために,痛

腫の日側および肛門側の各胃腸管壁層における癌先進

部の癌細胞分裂指数を測定して,そ の平均値を個々の

癌腫の癌細胞分裂指数とした1め～1ゆ.例 えば,pm癌 で
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は日側 と肛門側におけるm,smお よび pm層 の癌先

進 6部位について,1部 位平均3,000個の癌細胞中の分

裂細胞を測定し,癌細胞1,000個に対する分裂細胞数を

癌細胞分裂指数 (‰)と し,そ の 6部 位の平均値を pm

癌の癌細胞分裂指数 とした。pm癌 と同様,m癌 では 2

部位 ・sm癌 では 4部 位 。ss(al)癌 では 8部位 。se(s,

a2)癌では10部位の癌細胞分裂指数を測定して,その平

均値をおのおのの癌腫の癌細胞分裂指数 とした1め。な

お,VCRの 癌細胞分裂阻止効果の観察 と癌細胞産生

率1りを測定するために(後述),VCR非 投与胃癌 9例 と

大揚癌 9例 を使用して,VCR投 与例 と同様な方法で癌

細胞分裂指数を測定 した。

胃癌 と大腸癌の癌細胞分裂能の比較は両癌腫の癌細

胞分裂指数と平均癌細胞分裂指数比 (平均癌細胞分裂

指数を胃癌 長g,大腸癌 景crとすると長g/景crで表わ され

る)な らびに平均癌細胞産生率 cell production rate,

CPR(cel1/1,000 celiS/hr)で行った。なお,CPRは

次式より算出した。

CPR=宣生千
≦生

すなわち, ここで tは VCR投 与から癌腫切除までの

時間 (16時間),量tはt時間後の平均癌細胞分裂指数,

長。はVCR非 投与例すなわちt=0時の平均癌細胞分裂

指数を示す。また,胃 癌および大腸癌の臨床病理所見

は両癌腫の取扱い規約1の1のに従って記載した。

研究結果

I.胃癌および大腸癌の癌細胞分裂能

胃癌および大腸癌の癌細胞分裂指数はVCR非 投与

の対照例ではおのおの21.1±4.6‰,15.6± 3.9°/。。,

VCR投 与例ではおのおの84。1±20.4/00,29,0±9.6‰

であり,対 照例およびVCR投 与例ともに胃癌は大腸

癌よりも有意に(p<0.01)癌細胞分裂指数は高い値を

示した。

VCR投 与例の冒癌と大腸癌の癌細胞分裂指数比は

2.9(来y=84.1/景cr=29.0)であり,癌 細胞産生率 CPR

は胃癌では5.2±1.3(2.8-7.9)celis/1,000celis/hr,

大腸癌では1.9±0.6(0,8-3.1)cells/1,000cells/hrで

あり,胃 癌のCPRは 大腸癌よりも有意に (p<o.01)

高い値を示した (表1).

II.胃癌および大腸癌の臨床病理所見と癌細胞分裂

能

VCR投 与胃癌35例と大腸癌25例について,種々の臨

床病理所見と癌細胞分裂能との関係を検討した。

I)平均直径と癌細胞分裂指数
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表 1 胃 癌および大陽癌の癌細胞分裂能

痛細胞分裂指数

(拍)

癌細胞産生辛  胃 意と太陽窟の

(cd71000 ce‖s/hr)癌細胞分裂指数比

胃  窟

( n‐3 5 )

大 腸 癒

(n = 2 5 )

8 4 . 1±2 0 . 4

|
P < 0 . 0 1

|
2 9 . 0±9 . 6

5 2 ±1 . 3

|
Pく0 0 1

|
1.9±06

癌病巣の長径 とその直角径の平均値を平均直径

(ycm)と して,癌 細胞分裂指数 (x/oo)と の関係をみ

た。胃癌においてはy=4.2x+60,3(r=0.527,p<

0.005),大 腸癌においてはy=2.7x+14.8(r=0.575,

p<0.01)の 正の相関が認められ,胃 癌 と大腸癌におい

ては平均直径が増すに従って癌細胞分裂指数は高値を

示した (図 1).

II)肉 眼形態 と癌細胞分裂能

胃癌および大腸癌において,0型 は 1-5型 よりも癌

細胞分裂指数は低い値を示したが,胃 癌の 1-5型 間

および大腸癌の 1-4型 間では癌細胞分裂指数に有意

な差は認められなかった (表 2).

胃癌 と大腸癌を比較すると,い ずれの肉眼型におい

ても胃癌の癌細胞分裂指数は大腸癌より高値を示 し,

胃癌 と大腸癌の癌細胞分裂指数比は2.4～3.6の 間に

あった。その比の最も低い値を示 した肉眼型は 4型 で

あった (表 2).

HI)壁 深達度 と癌細胞分裂能

図1 胃 癌および大腸癌の平均直径と癌細胞分裂指数

胃 癒 ( ●)

●. 、
Y = 4 . 2 X + 6 0 . 3

r=0。 527

P < 0 . 0 0 5

Y = 2 . 7 X + 1 4 . 8

r =・0.575

P < 0 . 0 1



表2 肉 眼形態と癌細胞分裂指数および癌細胞指数比
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0型

1型

2型

3型

4型

5型

お細胞分製指数 (い) 口癌 と大Bお の
お細胞分製指数比

胃癌と大腸癌の癌細胞分裂能に関する研究 日消外会誌 16巻  12号

組織型と癌細胞分裂指数および癌細胞分裂指数

組織 型法ま
頑細胞分裂指数 (h) 日お と大 路 語 の

石細胞分裂指数比胃 窟     大 鵬恵

高分化腺癌

中分化腺癌

低分化腺癌 88.9±21,9  41.6± 6.4章
(n=13)    (n‐ 3)

I P<0011■ 窟を大旧語の問
Ⅲ'日語のpa。と tublを高分イしほ由に。tu●.を中分化腺面に。

porを低分イしほおに相当するとして取扱った。

胃癌と大腸癌においては癌細胞の分化度が低い程癌

細胞分裂指数は高値を示す傾向にあったが,い ずれの

組織型においても胃癌は大腸癌よりも明らかに (p<

0.01)癌 細胞の分裂指数は高値を示した。胃癌と大腸

癌の癌細胞分裂指数比は,高 分化腺癌では3.1,中分化

nR癌では2.3,低 分化腺癌では2.1であり,痛 細胞の分

化度が低いほど胃癌と大腸癌の癌細胞分裂指数比は縮

小する傾向があった (表4).

V)stage分 類と癌細胞分裂能

胃癌のstage Iは stage III・IVよ りも,大 腸癌の

表5 stage分 類と癌細胞分裂指数および癌細胞分裂
指数比

stage Jlfi
意細胞分製指数 (打) 口癌 と大鵬おの

癌細胞分型指強比胃 お     大 旧高

表 4

比

日 お     大 鵬石

・x4P<001,日 意 と大田意の間

表 3 壁 深達度と癌細胞分裂指数および癌細胞分裂指

数比

お細胞分裂指数 (h) 胃お と大 田 有 の

意細胞分裂指数比日 お     大 鵬お

se (s .a : )

5 7 . 4±1 6 . 0    2 1 , 8
(n‐5)     (n=1)

6 5 . 5±9 . 0    1 2 . 0
(n=6)    (n=1)

85.8±13.8  271± 8.1壊
(n車4)     (n=5)

100.0±15.1   29.2士 il.7斉
(n車6)     (n=8)

95.1±10,3  32.6± 6.6X
(n=14)    (n‐ 9)

癌腫の壁深達度 と癌細胞分裂指数 との関係は表 3の

とお り,胃 癌においても大腸癌においても壁深達度が

進む程痛細胞分裂指数は高値を示す傾向があった (表

3 ) .

大腸痛の mと sm症 例はおのおの 1例 と少な くて

胃癌 との比較は困難であったが,pm ess(al)。se(s,

a2)のほぼ同一深違度で両癌腫を比較すると,胃癌は大

腸癌 よりも明らかに (p<0.01)癌 細胞分裂指数は高

く,その痛細胞分裂指数比は2.9～3.4の間にあった(表

3 ) .

IV)組 織型 と癌細胞分裂能

検討症例の少ない印環細胞癌 と膠様腺癌 (粘液癌)

を除外した胃癌33例と大腸癌23例について,ほ ぼ同一

組織型で両癌腫の癌細胞分裂能を比較 し検討した (表

4)。なお,組 織型は大腸癌取扱い規約171.に
従って分

類し,胃 癌取扱い規約
1りによる乳頭腺癌 と高分化型管

状腺癌を高分化腺癌に,中 分化型管状腺癌を中分化腺

癌に相当すると仮定して両癌腫の癌細胞分裂能を検討

した。

78.1±20.4  24.9± 8.8率       3.1
(n=14)    (n=15)

77.2±12,9   33.2± 5.3率        2.3
(n=6)     (n=5)

66.1±17,7  22.7± 7.3蝦
(n=14)    (n=6)

89.0   31.4± 10.0
(n‐1)    (n=8)

99.0±14.6  29.3± 4.8
(n=10)    (n=2)

93.3± 9.2  31.0± 6.6承
(n=10)    (n=4)

-    31.1± 11.6
(n‐5)

(n‐3)

103.0±13.4
(n=5)

88.7±10。1
(n‐6)

87.7±15.4
(n=3)
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XPく 0,01:R癌 と大田窟の問

表 6 原 発巣とリンパ節転移巣の癌細胞分裂能

癌細胞分型指敏(打) 高 細胞産生審(c』レ1000 cdに′h「)

原発単

胃 恵

(n=13)

大旧癌

(n=10)

90.4±17.4

|
P < 0 . 0 1

|
3 0 . 2±8 , 2

115.9± 29.4承  5.6主 1.1    7.2主 1.8章

|     |     |
Pく0 . 0 1     Pく0 . 0 1     Pく0 . 0 1

1     1     1
46.3±10.9葉壊 1.9±0.5   2.7± 0.9窯

栄 P(0025:原 発単と転移単の間

栄XP<0.01 :原 発独と転移基の間

栄P(001:胃 意と大ほ語の間
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stage Iはstage IIoIII・IV・Vよ りも有意に (p<0.01)

低い癌細胞分裂指数を示したが,胃 癌のstage IIIと

IVの 間および大腸癌 stage IIからVの 間には有意な

差は認められなかった。胃癌と大腸痛の癌細胞分裂指

数比は2.9～3.4の間にあった (表5).

VI)原 発巣とリンパ節転移巣の癌細胞分裂能

癌腫の原発巣とリンパ節転移巣の癌細胞分裂能を同

時に測定した胃癌13例と大腸癌10例について,原 発巣

と転移巣の癌細胞分裂能を検討した (表6).

癌細胞の分裂指数は胃癌の原発巣および転移巣では

おのおの90.4±17.4‰・115.9±29.4/。。,大 腸癌ではお

のおの30.2±8.2/。。。46.3±10.9/。。であり,原 発巣およ

び転移巣ともに胃癌の癌細胞分裂指数は大腸癌よりも

有意に(p<0.01)高 く,ま た胃癌と大腸癌においては

原発巣よりも転移巣で有意に (胃癌ではpく0.025,大

腸癌ではp<0.01)高 い癌細胞分裂指数を示した (表

6 ) .

胃癌の原発巣と転移巣の癌細胞産生率はおのおの

5.6±1.1(3.7-7.1)celis/1,000 cells/hr・7.2土

1,8(5.0-11.8)celis/1,000cells/hr,大腸癌では各々

1.9±0.5(0.9-2.5)cells/1,000cells/hr・2.7土

0,9(0.7-4.4)cells/1,000cells/hrであり,原 発巣お

よび転移巣においても胃癌は大腸癌 よりも有意に

(p<0.01)高 く,ま た胃癌と大腸癌においては転移募t

は原発巣よりも有意に (p<0.025)高 い癌細胞産生率

を示した (表6).

考  察

癌腫の悪性度の一指標となりえると考えられる癌細

胞の増殖能ないし分裂能と生物学的悪性度との関係に

ついての研究5)―りはぃまだ少なく,未 解決な点が多い。

また,ヒ トの胃癌や大腸癌の増殖能を測定 した研

究7卜191ゆ2つ29は比較的多いが,両 癌腫の癌細胞増殖能

や分裂能を比較検討した論文は見当たらず,実 際に両

癌腫で増殖能や分裂能にどの程度の相違があるのかは

いまだ明らかにされていない。そこで,著 者らは比較

的簡便に癌細胞の分裂能が韻」定可能な細胞分裂阻止法

statmokinetic or HlitOsis arrest method10)～15)によ

り,両 癌腫の癌細胞分裂能の比較を試みた。

現在,細 胞増殖能 (分裂能)の 測定法は著者らが本

研究で用ヽヽたstathmokinetic methodと autoradio

graphic methOdが知られているが,ヒ トの癌腫を対象

とする場合は前者は後者よりも優れていると思わ加′

る。すなわち,同 一癌腫においても部位により癌細施|

の増殖能ないし分裂能は著しく異っていることが明ら
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かにされており713)lD12j10,癌細胞の増殖能を比較する

場合は個々の腫瘍について計測部位を統一ないし一定

にして癌腫の平均的な増殖能を測定す る必要 があ

る1ゆlり。この目的のためには,ヒ ト癌腫に対して非常に

小 さな組織片のみ に適応 しえるautoradiographic

methodよ りも通常のパ ラフィン切片で解析可能な

stathmokinetic methodの方が優れていると考えられ

るからである。

VCRに よるstathmokinetic methodで細胞分裂能

を測定する場合,最も重要であ り問題 となるのは VCR

の投与量 と投与後の観察時間であると考えられるが,

この点に関 しては研究者1'-1"lり2のにより異な りいま

だ一致した見解は得 られていない。著者 らはこれまで

の検討で,胃 化生粘膜増殖帯
1010および大腸粘膜増殖

帯10においてはVCR O.025mg/kg投 与16時間は分裂

期に入った細胞はすべて一定の害l合で分裂中期に停止

されて細胞分裂指数は直線上の増加を示すことならび

にこのVCR投 与量と観察期間においては細胞分裂阻

止効果は胃化生粘膜と大腸粘膜に対しては同等に作用

することを明らかにし, ヒトの胃と大腸における細胞

分裂能の測定はVCR O.025mg/kg投 与16時間後に行

うのが最も妥当であるとの結論に達している1…1ゆ。こ

のたつ,本 研究においてもVCR投 与量を0.025mg/

kg,その観察期間を16時間と設定して,胃 癌と大腸痛

の癌細胞分裂能を測定して対比するとともに種々の臨

床病理学的所見との関連を検討した。

癌腫の種々な臨床病理所見と癌細胞の増殖能ないし

分裂能との関連を検討した研究は比較的多い。癌病巣

の大きさとの関係では,Meyerら 21)は乳癌で検討し,

著者らの得た胃癌と大腸癌の結果と同様癌病巣が大き

くなる程癌細胞の増殖能は高まると報告している。癌

腫の肉眼形態に関して,新 畑ゆは胃癌の2型 は3型 よ

り増殖能は高いと述べている.著 者らの検討では, 胃

癌と大腸癌はともに 1-4型 の癌細胞分裂能は0型

よりも有意に高い値を示したが, 1-4型 間では有意

な差は認められなかった。癌腫の壁深達度と増殖能と

の関係では,安川"は胃癌で検討し,奨膜浸潤程度と癌

細胞増殖能は平行すると述べている。この点に関して

は,胃 癌と大腸癌においては壁深達度が深いほど癌細

胞の分裂能は高い傾向が認められた。癌細胞の分化度

と増殖動態との関連は胃癌り10102,2り.大腸痛lゆ・勝脱

癌D・子官癌的・肺癌2ゆ.脳腫瘍つ等で認められ,癌 細胞

の分化度が低くなるほど増殖能は高まると報告されて

いる。本研究においても,同 様な結果が示されると同
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時に胃癌と大腸癌においては分化度が低い程癌細胞分

裂能の差が縮小する傾向が認められた。癌腫の原発巣

とリンパ節転移巣における癌細胞の増殖能に関して,

Wrightら1分・安川りは胃癌で,ま たLiebら30は大腸癌

で検討し,著 者らの目癌と大腸癌における結果と同様

原発巣よりも転移巣で増殖能は高いと報告している。

癌腫の臨床病理学的所見と癌細胞増殖能ないし分裂

能との間に上述のとおりの相関が認められたと報告さ

れている。 こ のことは癌腫の種々な状態によって癌細

胞の増殖能が変化することを示していると考えられる

がlD102つ,癌 細胞の増殖能それ自体は癌腫の状態に

よって そ れ 程 の 変 化 を 示 さ な かった との 報

告"ゆlDり20レ1めも多い。この原因として,(1)一 般に

解析症例が少ないこと,(2)個 々の癌腫あるいは同一

癌腫においても部位によって癌細胞の増殖能が著しく

異なっていることが考慮されていないこと7鴻)11)I分が

挙げられ,種 々の癌腫の状態と癌細胞の増殖能との関

係が明らかでない主因をなしていると推定される1め.

ヒトの胃癌と大腸癌の癌細胞産生率CPRを 測定し

た研究は少ないが,Wrightら121は胃癌の生検標本を用

いて測定しそのCPRは 3-24cells/1,000cells/hrで

あったと報告している。またCampldohnら 1つの直腸

癌 のデータよ り測定す る とそのC P R は0 . 8 - 7 . 0

cells/1,000cells/hrであり,著者らの得た胃癌のCPR

は5.2±1.3(2.8-7.9)cells/1,000cells/hr,大腸癌の

CPR l.9±0.6(0.8～3.1)celis/1,000cells/hrとそれ

程大きな差は認められない。

本研究において,胃 癌と大腸癌の原発巣の大きさ。

肉眼形態。stage分類・癌細胞の分化度など種々の臨床

病理所見と癌細胞分裂能との関連性を検討した結果,

両癌腫はcell kineticsから見て癌腫として共通の現象

が存在していることが示された。しかし,癌 細胞の分

裂能を胃癌35例。大腸癌25例の全症例で比較すると胃

癌は大腸癌の2.9倍,癌細胞産生率から比較すると胃癌

は大腸癌の2,7倍の高値を示していた。また,胃癌と大

腸癌のほぼ同じ臨床病理学的所見で癌細胞分裂能を検

討しても,そ の臨床病理学的所見で若子の差は認めら

れるが,胃 癌は大腸癌よりも2.1～3.6倍の高い癌細胞

分裂能を有していることが示された。とくに,低 分化

腺癌の癌細胞分裂能が胃癌と大腸癌で最も差が小さい

ことは両癌腫の悪性度という観点から見た場合興味あ

る知見を与えるものと考えられる。

癌腫の生物学的悪性度は原発巣や転移巣における発

育速度ゆ～り。担癌生体の自然史め`ゆや術後の再発期間と

胃癌と大腸痛の癌細胞分裂能に関する研究 日消外会議 16巻  12号

再発から死亡までの期間分～ゆなどで論じられている。

草間めは乳癌と胃癌において切除から再発までの期間

と再発から死亡までの期間との間には正の相関があ

り,早 く再発したものは再発後早く死亡すると述べ,

また胃癌においては癌径の小さなもの 。深達度の浅い

もの・分化した組織像・INFα などの症例では再発の時

期が遅いと述べ, これらの臨床病理所見と癌の再発な

いし発育速度や悪性度との関連性を示唆している。著

者らの胃癌と大腸癌における癌細胞分裂能と臨床病理

所見との関連性についての検討結果,す なわち腫瘍径

の小さな症例 ・深達度の浅い症例や分化型腺癌などで

は癌細胞分裂能が低いという結果は草間の言う再発速

度から見た胃癌の悪性度に癌細胞分裂能が大きく関与

していることを示唆していると考えられる。 ヒ トの癌

腫においては癌細胞の増殖能ないし分裂能と発育 (成

長)速 度とは必ずしも相関しないとする考え方2の2のも

あるが,著 者らの結果は癌細胞の分裂能と癌腫の発育

速度とは密接に関連していることを示唆していると考

えられる。また,著 者らは胃癌の成長過程でその発育

速度が異なり,そ れに癌細胞の分裂能が関与している

可能性があることを認めている2つ。以上の諸点を考慮

すると,本 研究で示された胃癌と大腸癌における癌細

胞の分裂能の相違が両癌腫の発育速度や生物学的悪性

度の差となって現われていることを示唆しているもの

と推定される。

結  語

ヒトの胃癌35例と大腸癌25例を対象として,細 胞分

裂阻止法 stathmokinetic methodを用いて癌細胞分

裂能を測定し,両 癌腫の癌細胞分裂能を比較すると同

時に種々の臨床病理所見と癌細胞分裂能との関係を検

討し,次 のとおりの結果を得た。

1)胃 癌 と大腸癌の癌細胞分裂指数はおのおの

84.1±20.4‰・29.0±9,6/。。であり,癌 細胞産生率はお

のおの5ち2±1.3(2.8～7.9)cells/1,000 cells/hr,1.9士

0 . 6 ( 0 。8 ～3 . 1 ) c e l l s / 1 , 0 0 0 c e l i s / h r であり, 胃癌の癌

細胞分裂能は大腸癌よりも有意に(p<0.01)高い値を

示した。また胃癌と大腸癌の平均癌細胞分裂指数比は

2.9であり,胃 癌は大腸癌より平均2.9倍の細胞分裂能

を有していることが示された。

2)癌 病巣の平均直径 (ycm)と 癌細胞分裂指数

(x/00)との間には,胃癌においてはy=4.2x+60,3,大

腸癌においてはy=2.7x+14.8の 正の相関が認められ

ブt i .

3)胃 癌 と大腸癌の O型 は 1-4型 より癌細胞分裂
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指数は低値を示 したが, 胃癌の 1-5型 間および大腸

癌 1-4型 間には有意な差は認められなかった。

4)stage分 類においても肉眼型 と同様の傾向にあ

り,胃 癌 と大腸癌の stage Iは stage II一IV(V)よ

りも癌細胞分裂能は有意に (p<0,01)低 い値を示 した

が,stage II一 IV(V)間 では有意な差は認められな

かった。胃癌 と大腸癌 の平均癌細胞 分裂指数比 は

2.9～3.4の間にあった。

5)症 例の多い pm oss(al)。sc(se a2)の ほぼ同一

深達度で癌細胞分裂指数を比較すると,い ずれの深達

度においても胃癌は大腸癌よりも有意に (p<0.01)高

く, 胃癌 と大腸癌の平均癌細胞分裂指数比は2.9～3.4

の間に分布 していた。

6)胃 癌 と大腸癌においては,癌細胞の分化度が低い

程癌細胞分裂指数は高 くなる傾向があ り,胃 癌 と大腸

癌の平均癌細胞分裂指数比は高分化腺癌では3.1,中

分化腺癌では2.3,低 分化腺癌では2.1であ り,分 化度

が低いほど癌細胞分裂指数比は縮小す る傾向があっ

た.

7)原 発巣 とリンパ節転移巣の癌細胞分裂指数を測

定 した胃癌13例 。大腸癌10例においては,転 移巣の癌

細胞分裂指数は両癌腫 ともに原発巣 よ りも有意 に

(p<0.025)高 く,そ の平均値で転移巣は胃癌では1.3

倍。大陽癌では1.5倍の高値を示 した。癌細胞産生率は

胃癌の原発巣5.6±1.1(3.7～ 7.1)cells/1,000cells/

hr・転移巣7.2±1.8(5.0～ 11.8)cells/1,000celis/hr,

大腸癌原発巣1.9±0.5(0.9～ 2.5)cells/1,000celis/

hr・転移巣2.7±0.9(0.7～4.4)celis/1,000celis/hrで

あった。

以上の結果は胃癌 と大腸癌においては癌腫の状態で

癌細胞分裂能が変化 していることならびに両癌腫には

cell kineticsから見て癌腫 として共通の現象が存在 し

ていることを示唆すると同時に胃癌 と大腸癌でその癌

細胞分裂能は著しく相違 していることを示していると

考えられる。この相違が癌腫の発育速度や臨床的悪性

度 と関連 している可能性について,文 献的考察を加え

て報告した。

本論立の要旨の一部は第41回日本癌学会総会 (昭和57年

8月,於 大阪)並びに第22回日本消化器外科学会総会(昭和

58年7月,於 奈良)に おいて発表した。
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